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瀧藤 尊淳

学校法人四天王寺学園
理事長

“心”の持ち方

　本年4月に理事長に就任いたしました。皆様のご協

力をいただきながら、重責を全うすべく務めてまいり

たいと存じますので、よろしくお願い申しあげます。

　さて、人生を積極的に生きるとは、自分の理想・

夢・目標を実現するために努力・邁進することです。

しかし、今の若者からそのようなバイタリティを感じ

ることが少ないように私は思います。その背景には長

引く不況の影響もあるとは思いますが、「フリー

ター」や「ニート」という言葉があたりまえのように

使われ、自分が何をやりたいのか分からない若者も多

いようです。そこで、心の持ち方を少し変えてみるこ

とをお勧めします。不思議なもので、人がもし、消極

的な心で与えられた仕事を受け身で行っていれば、そ

の仕事は楽しくもおもしろくもないでしょう。でも、

心の持ち方を変えて、同じ仕事を自分なりに工夫して

行い、それによって成果があがれば楽しくなり、どの

ような事にも積極的にポジティブな気持ちで臨めるよ

うになるのです。

　また、人間は何かを始める際に先入観で物事を判断

しがちですが、自分の思い込みやイメージを捨てるこ

とが大切です。とらわれのない心で取り組んでこそ、

公平で正確な判断ができるのではないでしょうか。

　思うような結果がでないときや物事がうまく運ばな

いとき、心の持ち方を少し変えるよう心がけてくださ

い。また、違ったものが見えてくると信じます。最後

に沢庵和尚の教えをご紹介して筆をおきます。

　“心こそ心迷はす心なれ　心に心　心許すな”

桃尾 幸順

日本学科専任講師

礼拝と和の精神

　私は平成１０年から１５年ほど礼拝（仏教Ⅰ･Ⅱ）

の導師を主に担当してきました。礼拝には毎年千人以

上の学生が参加するわけですから、私は今まで非常に

たくさんの学生と関わってまいりました。このことは

とてもありがたいことだと思っております。

　私はこの礼拝のもっとも大事なことは、参加してい

る全員でつくり上げていることだと思います。礼拝は

大講堂で一回生の全学生と職員の皆さんとほとんどの

先生方が一堂に会して行われます。総勢１４００人も

の人数で瞑想し、読経し、聖歌を歌います。これだけ

の人数で何かを行うためには、参加者全員の協力が必

要です。瞑想の場合は一人の人間が騒いだとしても、

その厳粛な雰囲気は失われてしまいます。ですから皆

で静かで落ち着いた瞑想を行うことは、とても難しく

それゆえ素晴らしいことだと思います。本学の学生と

教職員の皆さんはそれを実行することができるのです。

これは「和を以て貴しとなす」という本学の学園訓で

もある聖徳太子の教えの実践でもあります。「和」を

貴ぶ気持ちがあるからこそ、皆で心を合わせて瞑想を

行うことができるのです。

　「和の精神」に基づく実践は、読経や聖歌にも当て

はまります。皆で声を合わせて読経し、聖歌を歌う

ことは、皆で協力してお経や歌をつくり上げるとい

うことなのです。講話を聴いて小レポートを書くと

いうことも、「和の精神」の実践です。同じ場所で

同じ時間に同じ話を聞くことで皆の心は一つになり、

そこで書かれる小レポートは個性の体現であっても

全体で調和しているのです。それも一つの「和」の

かたちなのです。

　仏教Ⅱでは写経も行います。皆で協力してより良い

「和」をつくり上げていきましょう。

1“心”の持ち方／礼拝と和の精神4 聖徳太子ゆかりの地をめぐる／仏教のことばウパーヤ vol.3 ウパーヤ vol.3

　現代はストレス社会、経済産業省が提唱する「社会人
基礎力（社会で仕事をするのに必要な能力）」には「ストレ
スコントロール力」が含まれています。仏教は、悩み・苦
しみをかかえる人の心に対する洞察と対処法をもってい
ます。IBUの皆さんには仏教が身近にあるこの環境を活
かして、自分の心を冷静に見て心をコントロールする能力
を高めてくださればと思います。「UPĀYA ウパーヤ」が
その一助になれば幸いです。
　これからもIBUの身近な仏教の話題をお伝えしてまい
ります。ご意見ご感想がございましたら、Eメールでお知
らせください。どうぞよろしくお願い致します。（T.Y）

編集 記後

　古市駅からバスで通学している学生の皆さんも多い
ことでしょう。長野線の隣接駅である喜志駅から、東
へバスで10分ほど、足を伸ばしてみませんか。「太子
前」のバス停で降りると、そこに「上の太子」と呼ば
れる叡福寺があります。住所名は「南河内郡太子町太
子」で、まさに「太子」尽くしなのですが、もちろん
これは、聖徳太子に深いゆかりのある叡福寺が、ここ
に所在することによります。
　叡福寺は、前号で紹介された「中の太子」野中寺に、
「下の太子」大聖勝軍寺を加えて、「河内三太子」と
並び称されます。叡福寺は大阪中心部からもっとも離
れていますが、推古30年2月22日（旧暦・西暦622年）
に薨去された聖徳太子の御陵（お墓）が護持されてお
り、今も多くの参拝者が訪れます。
　太子の御陵は磯長墓と称され、太子の前日に亡く
なったとされる妃、膳部菩岐岐美郎女と、その二ヶ月
前に亡くなっていた母后、穴穂部間人皇女がともに葬
られています。
　バス停を降りて、最初に目にするのは「聖徳皇太子
磯長御廟」と刻まれた大きな石標でしょう。御陵は、

叡福寺北側の最奥部
にありますから、ま
ずは石段をのぼって
南大門をくぐり、境
内の諸堂にお参りし
ましょう。
　叡福寺の伽藍は、

東大寺を創建した
ことでも知られる
聖武天皇によって
整えられたと伝わ
り、歴代天皇の御
幸や、日本仏法の
祖である太子の遺
徳を偲んだ高僧、
空海・親鸞等の参拝も相継ぎました。しかしながら、
織田信長による兵火でほとんどの伽藍が焼失してしま
い、現存する諸堂は慶長年間（17世紀初め）以降に再
建されたものです。
　境内に入ると、左手に多宝塔、その奥には金堂があ
ります。金堂には、叡福寺の本尊である如意輪観音像
の他、四天王・不動明王・愛染明王の諸像が安置され
ています。聖徳太子は如意輪観音の化身としても尊崇
されていました。その並びにある聖霊殿（太子堂）を
過ぎると、正面に再び、石段とその上に築かれた門が
現れます。御陵を守護する多聞天と持国天の二天が祀
られる二天門です。
　二天門をくぐると、いよいよ磯長墓に参拝すること
になります。緑豊かな墳丘の手前には、横穴式石室の
入口を覆うために、唐破風の屋根を持つ御霊屋が配置
されています。太子は生前に、この磯長を陵墓の地と
して定めていたとも伝わります。都心の喧噪から離れ
て、御陵の前にたたずむと、時の流れを越えて、自ら
の生と死を見つめた太子の思いに、私たちも気持ちを
馳せることができるように思います。　  （源　健一郎）
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ー 菩 薩 ー
ぼ さつ

　日本の寺院には、お寺の本尊として、沢山の仏さまが安置されています
が、その中には観世音菩薩や地蔵菩薩といった菩薩とよばれる仏さまが
見られます。菩薩とは、サンスクリット語のBodhisattva[ボーディ・サット
ヴァ]の漢訳語です。Bodhi [ボーディ]は、仏の悟りを意味し、音写されて

「菩提（ぼだい）」と書かれます。また、Sattva[サットヴァ]は、衆生（しゅ
じょう）とも、有情（うじょう）とも訳語されますが、これは「いきとしいける
もの」を意味します。これを音写して、薩埵（さった）とも表記します。ボー
ディ・サットヴァという言葉は、本来音写されて「菩提薩埵」と漢訳表記さ
れるものですが、さらにこれを簡略して、菩提の「菩」と、薩埵の「薩」を
合成させて造られたのが、「菩薩」という言葉なのです。大乗経典には、
沢山の菩薩が悟りを求めて修行し、多くの衆生を救済する物語が説かれ
ております。菩薩とは、まさに「悟りを求める衆生」「悟りへ向かって修行
する人々」のことを示す訳です。我々一人一人が、菩薩となって互いに助け
合い、共に悟りを求めて生きてゆくことが、大乗仏教の教えなのです。

（藤谷　厚生）

「ＵＰĀＹＡ（ウパーヤ）」に関する
ご意見やご感想はこちらへお寄せください。
 E-mail  soumu@shitennoji.ac.jp
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もの」を意味します。これを音写して、薩埵（さった）とも表記します。ボー
ディ・サットヴァという言葉は、本来音写されて「菩提薩埵」と漢訳表記さ
れるものですが、さらにこれを簡略して、菩提の「菩」と、薩埵の「薩」を
合成させて造られたのが、「菩薩」という言葉なのです。大乗経典には、
沢山の菩薩が悟りを求めて修行し、多くの衆生を救済する物語が説かれ
ております。菩薩とは、まさに「悟りを求める衆生」「悟りへ向かって修行
する人々」のことを示す訳です。我々一人一人が、菩薩となって互いに助け
合い、共に悟りを求めて生きてゆくことが、大乗仏教の教えなのです。

（藤谷　厚生）

「ＵＰĀＹＡ（ウパーヤ）」に関する
ご意見やご感想はこちらへお寄せください。
 E-mail  soumu@shitennoji.ac.jp
（件名は「ウパーヤ」としてください）
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ウパーヤとは「高い目標へ到達すること」を意味し、漢訳では
「方便」となります。

えいふくじ

たいし

やちゅうじ

しも

しながのはか

かしわでのほききみのいらつめ

あなほべのはしひとのひめみこ


